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★ 夜間投影 (18:30～19:30＊）　　　　　ー 申込制 ー

　夜6時半から＊の大人限定の投影です。七夕やお月見など、その
時々にちなんだ天文の話題を取り上げます。各回のテーマをご確
認の上、お申し込みください。

 人数：  350人　　　　料金：  700円
 対象：  高校生以上限定です。中学生以下は乳幼児を含めて入場
 できません。
 申込： ❶  往復はがき

催し名、開催日、代表者の住所・氏名・電話番号、参加人数（5
名まで）、返信あて名を記入して、名古屋市科学館「○月△
日の夜間投影」係までお申し込みください。
❷  インターネット申し込み
名古屋市電子申請サービスより「キーワー
ド検索」にて「夜間投影」と入力してくだ 
さい。
　https://ttzk.graffer.jp/city-nagoya

☆ 応募者多数の場合は抽選になります。

「夜間投影のテーマ」
　　　　開催日 　　   　  受付開始日～ 申込締切日（必着）

「プラネタリウム100 周年」
 5 月 25 日 （土） 4/10 ～ 5 月  1 日 （水）

「七夕の夜」
 7 月 7 日 （日） 5/22 ～ 6 月  11 日 （火）

「旧暦七夕の夜」
 8 月 10 日 （土） 6/26 ～ 7 月  17 日 （水）

「お月見の夜」
　 9 月 16 日 （月祝） 7/31 ～ 8 月   20 日 （火）

「一筋の流星・はやぶさ２カプセルの技術夜話」
 10 月 20 日 （日）＊ 9/4 ～ 9 月  25 日 （水）

「クリスマスの夜」
 12 月  24 日 （火） 11/6 ～ 11 月  26 日 （火）

＊ 10月20日の夜間投影のみ、18:15～19:30となります。

★ 一般投影

　今夜の星の探し方から、その時々の天文現象、天文や宇宙の様々
な話題等を、月替わりで取り上げます。一般の方向けに、専門の学
芸員が生で解説します。

4月『星空のオルゴール～春～』3/26～ 4/18

　星空の動きをオルゴールに見立ててみたら？　真南と天頂と真北
を結ぶ子午線を通過する星々を、その位置や明るさで音に変えてみ
ます。季節の星空が奏でる不思議な音色のオルゴール。春編です。

5月『おとめ座物語』4/20～ 5/31

　おとめ座は、正義の女神ディケーの姿だと言われます。人間と一
緒に暮らしていた神々が去っていくなか、ディケーは最後まで地上に
とどまりましたが、ついには天へと昇っていきます。

6月『太陽』6/1～ 7/10

　太陽は私たちに最も近い恒星で、恒星がエネルギーを生み出すし
くみや表面の現象を調べるのに格好の天体です。地上の大型望遠
鏡に加え、人工衛星のデータをもとに、最新の太陽研究に迫ります。

7月・8月『天の川銀河ツアー』7/11～ 8/29

　夏の夜空を横切る淡い光、天の川。その正体は天の川銀河（銀河
系）で、2千億もの星々が渦巻き状に集まった星の大集団です。地
球を飛び出して天の川銀河の姿や、周りの仲間たちを見ていきます。

９月『土星の環が消える !?』8/30～ 10/2

　土星の環の見え方は毎年少しずつ変わっていきます。2025年の
３月には約15年ぶりに環がほとんど見えなくなります。土星の環
について、その構造や見え方が変わるしくみなどをお話しします。

10月『デジタル式プラネタリウム』10/3～ 10/31

　宇宙の様々な観測データをもとに、コンピュータの中にいわばミ
ニチュアの宇宙が創られています。これを使うと、はるか過去や未来
の星空や、地球から遠く離れた天文現象を再現することができます。

11月『時と天文学』11/1～ 12/4

　人々は空を眺めて、そこに周期性を見出してきました。太陽が空を
一周する周期、月の満ち欠けが一巡りする周期などです。これが時の
長さを測るものさしとなり、暦と天文学がつながったのです。

12月『宇宙カレンダー』12/5～ 12/26

　宇宙は138億年前のビッグバンで始まりました。その後星や銀河
が形成され、次第に現在の宇宙の姿になりました。この宇宙の歴史を 
１年のカレンダーにたとえてみましょう。

1月『惑星ストリート』12/27～ 1/31

　この頃、夕暮れ後の空には金星、土星、木星、火星と４つの惑星が
まるで１つの道にそうように、並んで見えています。惑星たちは黄道
と呼ばれる空の通り道にそって、不思議な動きをするのです。

２月『オーロラのしくみ』2/1～ 3/7

　オーロラは、太陽からやってくる電気を帯びた粒子が地球の大気
に飛び込み、発光する現象です。プラネタリウムのドームいっぱいに
広がるオーロラを楽しみながら、その発光のしくみをお話しします。

3月『高エネルギー天文学』3/8～

　X 線やγ線はエネルギーの高い電磁波で、活動の激しい高温の天
体や爆発現象などで発生します。さらに高速の粒子も宇宙から地上
に降り注いでいます。高エネルギー天文学の最前線を紹介します。

★ 星とあなたをつなぐ場所 ★
名古屋市科学館・プラネタリウム
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当該天体だけではなく星空が繋がっている

Tomo-e DeepStack の 天文教育的長所

フィルター：透過窓！

12,000平方度をスキャンする全天動画サーベイ

肉眼で望遠鏡を覗いた感じに近い

各天域で達成する深さ 
17.8 等級 
（18 フレームを重ね合わせ、全月齢の中央値） 広い視野，広い波長帯，深い限界等級

（さらにHa領域もよく見える）

（むちゃくちゃ明るくなっている）

理想的な全天天体画像
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網状星雲 
NGC 6992－5、NGC 6960
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ばら星雲 
NGC 2237-9, 2246



シャルル・メシエ 　 
フランス 1730 ～ 1817

メシエカタログ Catalogue de Messier 

Charles Messier 

彗星探索のために 
彗星と紛らわしい拡がった天体のカタログを作成

1781年に最終版が出版　103天体のリスト

星雲・星団のリスト

その後 110天体まで発見











当該天体だけではなく星空が繋がっている

Tomo-e DeepStack の 天文教育的長所

フィルター：透過窓！

12,000平方度をスキャンする全天動画サーベイ

肉眼で望遠鏡を覗いた感じに近い

各天域で達成する深さ 
17.8 等級 
（18 フレームを重ね合わせ、全月齢の中央値） 広い視野，広い波長帯，深い限界等級

（さらにHa領域もよく見える）

（むちゃくちゃ明るくなっている）

理想的な全天天体画像
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1128

縁10pixelの領域のmedian値をbackgroundとする
（zeromagを20等にスケーリングして） swarpで繋ぐ

（今回の発表段階では未対応）

median値が高くなってしまうので

Tomo-e DeepStack



Tomo-e DeepStack

2000

1128

縁10pixelの領域のmedian値をbackgroundとする
（zeromagを20等にスケーリングして） swarpで繋ぐ

（今回の発表段階では未対応）

処理後は暗くなってしまう



2019年10月から 2年の観測を Stack

Tomo-e DeepStack





Tomo-e  ShallowStack

1天体を1日分の撮影で繋ぎたい
（できれば）



Tomo-e  ShallowStack

下からの撮影領域

上か
らの
撮影
領域

1天体を連続した撮影で繋ぎたい
（できれば）

透明度や背景明るさの変化が少ない

09:
14(
UT
C)

09:09(UTC)

その差，5分！



2020年11月13日　09:09と09:14(UTC)の画像を抜きだしてみた

Tomo-e DeepStack



領域A

領域B

領域C

Tomo-e DeepStack

領域A

領域B

領域C

2020年11月13日　09:09と09:14(UTC)の画像を抜きだしてみた



BGMEDIAN(header情報) 
=80.2 →BG_base 

BGMEDIAN(header情報) 
=130.4 →BG_obs 

BGMEDIAN(header情報) 
=153.8 →BG_obs 

生データ
領域A（較正の基準） 領域B（典型的な領域） 領域C（要注意領域）

恒星 恒星 恒星



処理後のデータ
領域A（較正の基準） 領域B（典型的な領域） 領域C（要注意領域）

一見、どの領域も背景レベルが揃ったように見えるが…

BG_base / BG_obs=80.2/130.4

※上下の画像でダイナミックレンジが異なる

BG_base / BG_obs=80.2/153.8

BG_base / BG_obs



全領域をBG_base / BG_obsで処理し swarpで繋ぐと

M31中心部付近で処理が強く効きすぎている



領域A

領域B

領域C

全領域をBG_base / BG_obsで処理し swarpで繋ぐと

領域A

領域B

領域C



Before

処理の値を調整

After

BG_base / BG_obs=80.2/153.8 BG_base / BG_modify=80.2/110

header情報の値ではなく、周囲の背景レベルに合うように、目測で[値]BG_modifyを決定 
領域の明るさに応じて、BG_modifyの値は95, 110, 130の3種類とした。

領域C

BG_modifyを導入



BG_obsでの処理とBG_modifyでの処理の併用

Before After



Tomo-e DeepStack 本研究

あと一息!

BG_obsでの処理とBG_modifyでの処理の併用

Tomo-e  ShallowStack



Tomo-e Gozen Sky Atlasの教育的活用

BG処理の高精度化

zeromag処理の検討

要処理天体の割り出し

Tomo-e  ShallowStack用データの抜き出し

ALADIN 習得による　天体名・解説の表示

一般向けインターフェースの検討

本研究はJSPS科研費 24K07096の助成を受けたものです
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1.1万光年



この感動を全ての領域で

Tomo-e Gozen Sky Atlasの教育的活用 頑張ります!



今年は10月22日, 23日の開催決定

最新データを一般投影で活用

プラネタリウムでの研究会開催
現地参加 42名

観覧者数 24425名

ガンマ線から電波まで

eROSITA X線全天マップ





M31領域　画像調整 解析対象：2020/11/13観測、64枚のFits

1. M31から離れた領域のFitsを、較正の基準タイルとする 
2. 基準タイルのHeaderから、”BGMEDIAN（背景の中央値）”を参照する　→BG_base 
3. 他のタイルの”BGMEDIAN”の値を読み取る　→BG_obs 
4. 観測データに対して、（BG_base）/（BG_obs）を乗算する　→スケーリング

＜例外　10タイル＞　※M31に重なる領域 
BG_obsの値が大きく、過大にスケーリングしてしまう 
1. スケーリング超過と思われる該当タイルを手動で特定　→10タイル 
2. BG_obsの値を手動で決め打ち　→BG_modify 
    ※BG_modifyの値は、結合結果の画像を見て適宜調整（タイルにより、3種類の値を使用） 
3. 10タイルの観測データに対して、（BG_base）/（BG_modify）を乗算する

スケーリングした64枚のタイルを、専用ツール（Swarp）で広範囲のFitsに結合



観測データ概要 
・露出時間：8.5秒 
　※0.5秒積分を18フレーム連続撮像した動画データをスタックして生成。ただし、cosmic ray
除去のため、最大値を除いて平均化しており、実質1フレーム分減った8.5秒積分。 
・観測日：2020/11/13に観測した64枚のFits 

データフォーマット 
・pixel数：2000pix*1128pix 
・視野：40’×20’（およそ満月1個分） 

観測装置 
・84枚のCMOSイメージセンサー 

＜他に必要と思われる画像＞→火曜までに作業できます 
・基準としたタイルの領域（M31に対しての位置関係） 
・swarp内でスケーリングしていない結合画像

※GoogleドライブのKISOppt内、JPEGファイル名の
数字が元データのIDになっています。 
例：Before_1-328916_base.jpeg 
　→元データはsTMQ12020…328916.fitsです。


